
１ 日  程 平成３０年２月１日（木）・２日（金）両日とも１０:００～１７:００

２ 会  場 とどろきアリーナ（川崎市中原区等々力１－３）

３ 入 場 料 無料

４ 出展状況 １３２団体２０６ブースが出展（１月１６日現在）

               （うち、新規出展者４０団体、４６ブース）

５ 開催の主なポイント

（１）第１０回開催を記念した特別講演・企画を実施 

 ・第１０回記念パネルディスカッション「未来を創るかわさきグリーンイノベーション」（２月１日）

  ＜コーディネーター＞

東京都市大学環境学部 特別教授、造園家 涌井 史郎氏 

＜パネリスト＞ 

① 三菱総合研究所 理事長 小宮山 宏氏

② シンクタンク・ソフィアバンク 代表 藤沢 久美氏

③ 日本環境設計株式会社 会長 岩元 美智彦氏

④ 経済産業省資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部 

新エネルギーシステム課長／水素・燃料電池戦略室長 山影 雅良氏

⑤ 川崎市長 福田 紀彦

   ・第１０回記念講演 

「環境とエネルギー・川崎からのメッセージ」（２月２日）

    東京理科大学大学院 イノベーション研究科 教授 橘川 武郎氏

平成３０年１月１６日 

報 道 発 表 資 料 

川崎からはじまるグリーンイノベーション 
一歩先へ、もっと先へ 

環境分野における優れた技術やノウハウを川崎から国内外に広く情報発信し、出展者の市場開

拓や販路拡大につながるビジネスマッチングの場を提供する国際展示会「川崎国際環境技術展 

２０１８」を開催します。 

第１０回の節目の開催を記念した講演・企画の実施や、今回のテーマである「未来を創るかわ

さきグリーンイノベーション」を通じて、出展者のビジネスマッチング機会の創出につなげ、産

業の活性化を図ってまいります。 

東京理科大学大学院 イノベーション 

研究科 教授 橘川武郎氏 

三菱総合研究所理事長  

小宮山 宏氏 

シンクタンク・ソフィアバンク 

代表 藤沢 久美氏 

東京都市大学 環境学部  

特別教授 涌井 史郎氏 

経済産業省資源エネルギー庁 

省エネルギー・新エネルギー部 

新エネルギーシステム課長  

山影 雅良氏 

川崎市長  

福田 紀彦氏 

日本環境設計株式会社会長  

岩元 美智彦氏 

新規!! 



   ・第１０回記念かわさきコンパクトフォーラム「親子トークセッション」（２月１日）

① 国連環境計画・金融イニシアティブ 特別顧問 末吉 竹二郎氏

② 一般社団法人エシカル協会代表 理事 末吉 里花氏

   ・第１０回記念車両展示企画

不要となった衣料品から生産されたバイオエタノールで走行するデロリアン

（映画「バック・トゥ・ザ・フューチャー」でお馴染みの車両）

※当日はデロリアン展示ブースにて古着回収を実施

（２）「未来を創るかわさきグリーンイノベーション」をテーマとして開催 

   ・環境先進都市川崎臨海部を中心とした“あゆみ”と“未来”を時系列に紹介

   ・環境・産業イノベーション分野において第一線で活躍する方々によるセミナーを開催 

２月１日 ２月２日 

「ペロブスカイト太陽電池の先端技術と将来展望」 

桐蔭横浜大学医用工学部 特任教授

ペクセル・テクノロジーズ㈱ 取締役 宮坂 力氏

「自然と人と技術が共生する」おもてなし経営 

地域企業が取り組める ESG（イーエスジー）とは」

石坂産業株式会社 専務取締役 石坂 知子氏 

「IoTで解決する、アジアの農業環境課題」 

㈱ルートレック・ネットワークス

代表取締役社長 佐々木 伸一氏

「中国環境規制の最新動向について」 

日本テピア株式会社

テピア総合研究所 所長 髙木 正勝氏

「環境課題に対する宇宙航空技術の取り組みについて」 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）

新事業促進特任担当役 阿久津 亮夫氏

「電動化＝クルマのスマホ化」でモビリティ社会の構築を

急ぐ自動車産業政策の世界的潮流

～日本自動車産業が「第2のコダック」とならないために

必要な新しいイノベーション創出法とは～ 

株式会社浜銀総合研究所 調査部 主任研究員 深尾 三四郎氏

（３）ビジネスに役立つ、ビジネスマッチングに寄与する各種企画等を用意 

   ・ビジネス交流会（名刺交換会）の開催（２月１日）

・各種関係機関によるビジネス支援セミナーなどの開催（２月１日・２日）

   ・出展者の情報発信ツールとして「かわさきエコビジネスボード」を会場内に設置 

   ・環境産業フォーラム「激変する世界構造と日本 ～川崎市の役割とは～」（２月２日） 

（一財）日本総合研究所 会長 寺島 実郎氏 

・燃料電池自動車等のエコカー試乗体験会の開催 

映画「バック・トゥ・ザ・フューチャー」で 

お馴染みの車両デロリアン 

問合せ先

川崎国際環境技術展実行委員会事務局 深堀 担当

（川崎市経済労働局国際経済推進室内）

電話０４４－２００－３２１３

新規!! 

拡充!! 

国連環境計画・金融イニシアティブ  

特別顧問 末吉竹二郎氏 

一般社団法人エシカル協会 

代表理事 末吉里花氏 















Ⅰ 「低ＣＯ２川崎ブランド’17」認定結果発表会の開催 

日 時 ２０１８年２月 1日（木） １３時２０分～１４時２０分 

場 所 とどろきアリーナ センターステージ 

内 容 １ 表彰式（表彰状・認定証等の授与） 

２ 認定結果講評 

３ 大賞受賞企業によるプレゼンテーション 

低ＣＯ２川崎ブランド認定件数：６件、うち大賞１件 

【 大 賞 】：昭和電工株式会社「気相法
きそうほう

炭素
た ん そ

繊維
せ ん い

 （ＶＧＣＦ ）」

【 特 徴 】：リチウムイオン電池の電極に添加することで、電池の長寿命化、 

ハイパワー化を実現 

詳細は資料Ⅰを参照 

Ⅱ 「第１４回アジア・太平洋エコビジネスフォーラム」の開催 

国連環境計画 国際環境技術センターとの連携や国の研究機関等の協力を得な 

がら、本市の環境技術を海外に発信していくことを目的に、「第１４回アジア・ 

太平洋エコビジネスフォーラム」を開催します。 

日 時 ２０１８年２月 1日（木） １１時００分～１７時１５分 

場 所 とどろきアリーナ サブアリーナ２階 研修室 

テーマ 都市と産業の共生に向けて 

～川崎発！持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けた 

アジア各都市との連携～ 

内 容 ・主催者挨拶 

・基調講演 

・各種セッション               詳細は資料Ⅱを参照 

関連資料 



１ 低ＣＯ２川崎ブランド’17 の認定結果について

原材料の調達から廃棄等までのライフサイクル全体でＣＯ を削減できる市内

企業の製品・技術等をブランドとして認定し、広く発信することで、製品・技術

等の普及を促進して、地球温暖化対策を推進する川崎独自の取組です。 

本事業を開始した 2009 年度から、昨年度までに合計 70 件の製品・技術等を認

定しています。 

【認定結果】 

企業名 製品・技術等の名称

1 大賞 

昭和電工株式会社 気相法炭素繊維（ＶＧＣＦ ） 

【特徴】リチウムイオン電池の電極に添加することで、電池の長寿命化、ハイパワー化
を実現し、さらに電池の交換頻度が減ることで電池の製造に伴うＣＯ２の排出が削減。
また、電池の性能向上により、電気自動車のさらなる普及が期待される。 

2 - 
ＪＦＥスチール株式会社 

東日本製鉄所（京浜地区） 
環境調和型溶銑

ようせん

予備処理プロセス 

3 - 第一パイプ工業株式会社 ﾀﾞｲﾌﾟﾗｽﾄｳｯﾄﾞ（高機能再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ）による踏切盤 

4 - 東芝インフラシステムズ株式会社 ＯＣＲスキャナ（Ｓ１２０００） 

5 - 東芝インフラシステムズ株式会社 ＤＶＯＲ－０７Ａ型装置（ＴＷ４３３２） 

6 - 日本ミクニヤ株式会社 ミシマックス（ＭＫ－５０） 

２ 2017 年度川崎メカニズム認証制度の認証結果について

市内企業が研究・製造した環境技術・製品等が広く普及することにより、市内

のみならず他都市でのＣＯ2削減に大きく貢献することになります。川崎メカニズ

ム認証制度は、こうした市内企業が市域外で貢献しているＣＯ2削減量（域外貢献

量）を認証し、市内企業の貢献を見える化するものです。 

なお、本事業を開始した 2013 年度から、昨年度までに合計 18 件の域外貢献量

を認証しています。 

【認証結果】 

企業名 製品・技術等の名称 認証する数値(域外貢献量) 

１
東芝インフラシス

テムズ株式会社 

ＤＶＯＲ－０７Ａ型装置

（ＴＷ４３３２） 
６．０×１０ トン（ＣＯ２換算） 

資料 Ⅰ

川崎市環境局地球環境推進室 

電話 ０４４－２００－３８７２

ＦＡＸ ０４４－２００－３９２１

低ＣＯ２川崎ブランドの概要

川崎メカニズム認証制度の概要



資料　Ⅱ




